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.(堀楼信古)同 體と液短.との界面に於け乙祐済に就て (195)
固體と液軆 との界面 に於 ける
粘着に就 て
堀 場 信 吉.
最近京.郤帝國大學tヒ學研究所1ζ於て小印切學士は各龝の金屬を沓麺の油脂中に












ある事が極めて少な く將 来に殘.されたる研究の問題の如 くに思はれる。こ.d.Lは研
究の方法が極めて困難なる哥零に起因してゐる。
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`196) (堀揚悟吉)固 忸 と液磴 との界面に於 ける.粘着に就て
可.なり正 しく排列 されてゐてその内部の分子は臼由に邇動 してゐる。表面の分子
が内部に引き込まれて も叉直に表面のTし い排列が出來 るもリ エ如 くに見へ る。
從つて一定の表面張力を與ヘー定の表面エネルギーを有する事は明かである。然
るに固盟の分子は自白に逝勸 が畠來な》、。從つて共の表面に均一性が無いo勿論
固饂の衷面分子と雖 も全 く逞勁性が無いのでは無い。固睡 の表面を磨 く時はその
kに非結晶質の薙膜で蔽はれる事實からi如扮 子のある程度の運動性は明かであ
るo.夊固體表面に咳着され元分子め如きは等ボテンシヤル線にそ.ひて自1.[1に邂動 ・




粘着の仕事(勿 論甼均的の)に 就て一定の物理的の象像を畫 く芝艮は決 して困難で
ないgよ つて吾人は圃識夜體間の界両に就ては この粘蓿力に就て考察すべきであ
ると思ふ。但 し粘着仕事の數式的の佐を再 る手段としてlsliMと氣體,固 體と液體
との表面張力.を液磁の場合 と向檬に考へて も何等.さし閊への無い事1こ思ふ。




















.第 二 岡 期ljに,室氣,固t(S),液艇(L)の三者
ノ の接觸に就て考へる。液體は第=圖1ζ示すが









となる。f!fつてW謡 を求め る爲 めには γ切 即 ち液饅 の表 面張力 と.θβ なる接 觸
角を知れ1ごよい。接 觸角 を正鰡 τ測定す る事 は困雌であるが測定のHi來ない問題
で は無 い。
Aimは 一'R(の如 き値 を輿へて孝).る0
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(13S) (場橿僧 古)固 懸.と液鞍 との界面に於ける粘着に就て
となる。然 しなが ら θtO'である ものが皆(3りにてWStが 示 されるので無 く








Bartel及びOstεrhofは下に蓮 ぺ る様 の考への もの とに粉末例へば炭素粉末,
珪 石粉末 に就 て各毬の液體 に對 す.るWsuを 測定 した。 此 の方法 も.モの應用の範





亡建毒 してAsr.を固體液體間 の粘着壓 と稽 した。 粘着壓A5zと 粘着仕事 との
關係 は(3)及 び(4)の 式か ら
Wss='ASi十γtO(5)
で ある。Aszを求 める事に よつて直にWSiを 知 る窮が幽來 る
今斈氣(0)水(W)有 機液艦(L)固 髓(S)の 中の三者間の接觸に就 て考へて
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3ζ第 三 圖C)に 就 て 見 る に
γ81r-7sf,=7zwcosθ
從 つ て(の 式 か ら
A磁 一A5lr=γA臨・`σ8θ(7)
今 求 め 度 い の はAs,.、A騨 で あ る.がそれ に は7za,7n-D7/w及びBsrv,θの 知 識 が
必 要 で あ るCγ ω,γ川 汀lroは 交 献 中 に 出 て ゐ るcBinθ は 測 定 が 必 要 で あ る が
前 に も述 べ た 如 く接 觸 角 の 測 定 は 困 難 で あ るか らBartel及 びOsterhofは 次 の
一(耜 介)一
一一_._一 一.一
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(蜘 》 ・(堀揚信吉).固磴 と液體 どの昇面に於ける粘碧に就て










r.は毛緬管 内4牲,lbは液面の上 昇,dは 液の比垂,91C.rp力恒數 で ある。今上蓮
の如 さ炭素粉末の膜 を毛緬管D集 りと見 て直接上式 を應 用 する時 雇=P二 は置換




Barとel及撃05terhefの澱 定値PL=6200grlcrntの値 を.入れ ると
・一 論 蠶 τ一匪3・1・一…cm・
これにて膜の作 る毛細管の雫均剿 運rが 解る。
rno=28・25はベンゼンの装面張力である。
次 に同 じ膜にて同様の賞驗を水に就て行ふ。水は麦素に對 してある接觸角を持つ
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次 に 炭 素 膜 の 一 方 に 水,他 方 に ベ ン ・ピ ン を 入 れ る 。 こ の 時 ベ ン ゼ ンは 水 を 置 換

























































か くの如 くに して圏醴液體の粘蔚壓の計算が出來瓷時(5)式に よつて容易に粘





鹽 `.. ・・ 避,厂 ・.
'翠0置)
(堀楼信古)固 盟 と液彊 との界面に於tる粘着に耽て
".淡 素 とベ ンゼ ンの場合は
Waz=81.03十28.25=109.33ergsprxcm=
.i



















































4芻御 か く.の如 くに して測建 された る粘着仕 事の量 と力 ロリメーターに よつ て測定
の 　　
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